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茹でもやしが載っている「浜松餃子」を是非召し上がってみて下さい。
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酋
》
番
巧
寺
報
恩
講

他
力
安
心
を
与
え
て
下
さ
る
仏
の
真
心
を
開
顕
下
さ
っ
た
親
鸞
聖
人
の
ご
恩

に
報
い
る
浄
土
真
宗
で
最
も
大
切
な
法
要
で
す
。
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
拝
下
さ
い
。

ひ
き
つ
づ
き

「
親
驚
聖
人
が

お

伝

え

下

さ

っ

た

こ

と

」

報

住
職
榎
本
明
党

寺

十

二

時

十

五

分

終

了

ひ
き
つ
づ
き
報
恩
堂
報
恩
講
(
荒
天
時
中
止
)

※
お
斎
を
召
し
上
が
ら
れ
る
方
は
、
会
館

番

を
ご
利
用
下
さ
』
ゝ
o

※
準
備
の
都
合
上
、
同
針
の
ハ
ガ
キ
に
出
欠

刊

の
有
無
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
十
月
十
三
日

(
月
)
ま
で
に
ご
返
信
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お

月

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

十

月

十

九

日

(

日

)

法
要信
念

『
正

(
於
本
堂
)

仏
局
』

ご
法
話

一
周
忌
法
要

①
昨
年
、
齢
八
十
四
で
亡
く

な
れ
た
番
巧
寺
第
二
代
坊
守

善
称
院
繹
紀
乗
(
俗
名
榎
本

紀
子
)
一
周
忌
法
要
を
、
お
寺

を
守
り
抜
か
れ
た
生
前
の
ご

尽
力
に
感
謝
し
つ
つ
お
勤
め

致
し
ま
す
。

国宝『鏡の御影』鎌倉時代の似せ絵の

傑作と言われる。作者は専阿弥陀仏

ノ

期
日
十
月
十
九
日
(
日
)

午
後
一
時
三
〇
分
～

哺
報
恩
講
お
斎
後

寺
本
堂

・
住
職
挨
拶

・
午
後
二
祷
終
了
品

後
、
茶
話
会
)



定
例
法
座
傭
一
H

◎
十
月
十
一
日
(
金
)
午
後
二
時～
四
時

於
法
輪
会
館

「
三
業
惑
乱
、
そ
の
顛
末
」

江
戸
時
代
中
期
に
本
願
寺
(
お
酉
)

で
起
き
た
教
義
論
争
を
「
三
業
惑
乱

(
さ
ん
ご
う
わ
く
ら
ん
)
」
と
言
い
ま
す
。

当
時
の
西
本
願
寺
の
学
問
ト
ッ
プ
で

あ
る
能
化
(
の
う
け
)
職
に
あ
っ
た
功

存
が
著
し
た
『
一
一
業
帰
命
弁
』
の
説

を
継
い
だ
智
洞
が
全
国
的
に
こ
の
説

を
流
布
し
、
古
く
か
ら
親
鸞
聖
人
の

也
力
言
ら
を
守
り
継
い
で
き
た
人
々

と
対
立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
三
業

善

と
は
、
私
た
ち
の
身
・
口
・
意
の
働

刊

き

を

表

し

、

身

に

は

合

掌

礼

拝

の

姿

月

勢

・

ロ

に

は

南

無

阿

弥

陀

仏

の

称

名
・
意
(
こ
こ
ろ
)
に
は
阿
弥
陀
仏
に
助
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け
て
下
さ
い
と
懇
願
す
る
気
持
ち
が

無
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
の
で

す
。

浄
土
真
宗
に
帰
す
れ
ど
も

真
実
の
心
は
あ
り
が
た
し

虚
仮
不
実
の
わ
が
身
に
て

清
浄
の
心
も
さ
ら
に
な
し

『
正
像
末
和
讃
』

と
親
鸞
聖
人
は
著
さ
れ
ま
し
た
が
、

真
の
こ
こ
ろ
を
凡
夫
が
作
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
よ
う
な
学
説
は
明
ら
か

に
矛
盾
し
て
い
ま
す
。
酉
本
願
寺
は

三
業
派
と
古
義
派
に
真
っ
一
一
つ
に
分

断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
山
に

抗
議
に
行
こ
う
と
す
る
集
団
も
現
れ
、

社
会
不
安
に
つ
な
が
る
恐
れ
を
抱
い

た
幕
府
は
こ
れ
に
介
入
す
る
事
に
な

り
ま
す
。
寺
社
奉
行
脇
坂
安
董
(
わ

き
さ
か
や
す
た
だ
)
は
、
東
本
願
寺
の

名
学
僧
香
月
院
深
励
と
も
親
し
く

仏
教
に
詳
し
か
っ
た
た
め
、
精
緻
な

取
り
調
べ
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
三
業
派
の
説
は
異
安
心
(
異
端
)

と
し
て
審
判
さ
れ
、
智
洞
は
八
丈
島

〈
遠
流
(
獄
中
で
亡
く
な
る
)
、
酉
本
願

寺
は
一
○
○
日
間
の
閉
門
が
言
い
渡

さ
れ
た
の
で
し
た
。
安
芸
の
大
簾
(
だ

い
え
い
)
和
上
は
病
を
押
し
て
江
戸

で
の
論
戦
に
臨
み
、
築
地
で
亡
く
な

り
ま
す
。
築
地
本
願
寺
に
は
今
も
そ

の
石
碑
が
残
り
、
祥
月
命
日
に
は
墓

前
法
要
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

令
春
日
部
だ
よ
り
命
令

@
今
年
も
長
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。
お
彼
岸

の
お
参
り
で
お
迎
え
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

⑬
み
ほ
と
け
会
十
月
は
、
N
〇
〇
互
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
。
第
一
、
第
三
木
曜
日
午
後
八
時
～


